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  ＜田辺かずき事務所＞ 
〒811-3103  福岡県古賀市 
  中央 1-6-41-203 
TEL   ： 092-692-8510 
FAX   ： 092-410-7730 
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          tanabe-kazuki.jp 

  【裏面もあります！】    
 ■一般質問の詳報 

福岡東医療センターの体制を強化 

 

福
岡
県
議
会
の
６
月
定
例
会

（
６
月
６
日
～
６
月
24
日
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
就
任
以
来
、

連
続
13
回
目
と
な
る
本
会
議
・
一

般
質
問
で
、
「
医
療
体
制
の
強

化
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
小
川
洋
知

事
に
問
題
を
提
起
し
、
取
り
組
み

を
促
し
ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う

に
、
古
賀
市
内
各
地
で
毎
週
開
催

し
て
い
る
対
話
集
会
な
ど
で
地
元 

な
ど
「
食
育
」
推
進
に
も
熱
心

で
す
。
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
今
年
２
月
の
Ｊ
Ａ
全
国
青
年

大
会
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
私

も
県
議
会
・
一
般
質
問
で
知
事

に
紹
介
し
た
う
え
で
、
若
手
農

業
者
支
援
の
促
進
を
求
め
て
い

ま
す
。 

指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
も
、

知
事
は
私
の
質
問
に
対
し
「
安

全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
」
と

説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス

（
在
宅
緩
和
ケ
ア
）
を
推
進
す

る
重
要
性
を
提
起
。
知
事
は
市

町
村
が
医
師
や
訪
問
看
護
師
ら

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
す
る
際
、
県
と
し
て
支
援
す

る
意
向
を
初
め
て
表
明
し
ま
し

た
。
詳
細
は
裏
面
に
特
集
し
て

い
ま
す
。
公
式
Ｈ
Ｐ
や
ブ
ロ
グ

で
も
詳
細
を
報
告
し
て
い
ま
す

の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

   
古
賀
市
の
農
業
振
興
ヒ
ー

ロ
ー
「
ヨ
メ
ニ
コ
ー
ン
改
」
が
、

地
元
の
新
た
な
特
産
品
「
ス

イ
ー
ツ
コ
ー
ン
」
を
広
げ
る
た

め
、
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
朝
ど
り 

こ
が 

ス
イ
ー
ツ

コ
ー
ン
祭
」
や
「
農
家
直
売
！

軽
ト
ラ
市
」
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
登
場
。
さ
ら
に
、
古
賀

市
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
に
も

現
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
朝
ご
は

ん
を
食
べ
る
大
切
さ
を
伝
え
る 

福岡東医療センターに触れながら、知事に地域医療の充実を求めた 
＝６月定例会 

福岡県議会議員 

【古賀市】 

古賀発！ただいま 

県政刷新中！ 
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田辺の政治活動を連日発信しています！ 田辺かずき 

ブログ(政治活動日記）   

 facebook 
Twitter  

公式ホームページ http://www.tanabe-kazuki.jp/ 

検索 で 

http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 

http://www.facebook.com/kazuki.tanabe 
@tanabe_kazuki  アカウント→ 

▼福岡県議会のホームページはこちら 
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/ 

子どもたちと触れ合うヨメニコーン改＝２０１４年６月２５日 

◇ 
 

 

◇ 

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
質
問
し

ま
し
た
。 

 

特
に
今
回
の
質
問
は
、
地
元

の
国
立
病
院
機
構
・
福
岡
東
医

療
セ
ン
タ
ー
（
上
野
道
雄
院

長
）
の
体
制
強
化
に
焦
点
を
当

て
ま
し
た
。
県
は
７
月
１
日
、

福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー
を
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
感
染
症
指
定

医
療
機
関
に
新
た
に
指
定
し
、

古
賀
市
の
み
な
ら
ず
本
県
の
医

療
体
制
が
大
き
く
前
進
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
北
九
州
市
と
福

岡
市
の
中
間
エ
リ
ア
に
は
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
が
な
く
、
整
備

が
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、
県

の
保
健
医
療
計
画
に
基
づ
き
、

こ
の
エ
リ
ア
に
位
置
す
る
福
岡

東
医
療
セ
ン
タ
ー
を
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
に
指
定
し
、
県
内
の

救
急
医
療
提
供
体
制
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
症 



 住み慣れた家で最期まで暮らしていくことは多くの人の
願いであり、ホスピスを在宅で実現していくことは、患者
さんにとっても、家族にとっても大きな意義があります。
高齢化が急速に進む中、在宅で最期を迎えるニーズはさら
に高まります。しかし、２０１２年の人口動態調査で「在
宅死亡率」の現状を見ると、福岡県は１２・５％と全国ワ
ースト２位であり、大変厳しいと言わざるを得ません。な
お、１位の鳥取県は２６・４％、全国平均は１９・２％で
す。 
 福岡県は在宅ホスピスの推進のため、在宅医療推進事業
の一環として２００７年度から「在宅ホスピスボランティ
ア養成講座」に取り組み、一般の方々に在宅ホスピスを理
解していただき、医師や訪問看護師などのチームの一員と
してボランティアで患者や家族に寄り添うことができるよ
う、地域における人材の育成を図ってきました。 
 知事は「患者さんとご家族にとってボランティアによる
支えは心強くありがたいもの」と意義を説明。私から市町
村が地元の医療機関などと連携しながらボランティアの育
成を推進できるよう県として後押ししていく必要性を指摘
し、知事は「地域包括ケアシステムを構築するうえで、市
町村の役割が大きくなっていく。県としては、市町村がボ
ランティアの育成に取り組む際には、県が培ってきたノウ
ハウを活かし、支援したい」と表明しました。 

     
１９８０年５月１６日生まれ 
１９８７年／暁の星幼稚園 卒園 
１９９３年／花鶴小学校 卒業 
         在学中、第２回古賀町少年の船に参加 
１９９６年／古賀中学校 卒業 
１９９９年／福岡県立福岡高校 卒業 
２００３年／慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
         毎日新聞社 入社／福井支局 配属 
                原発事故や災害弱者、日本人拉致問題などを取材 
２００６年／大阪本社社会部 配属 
         橋下徹・大阪府知事（当時）、大阪府警、甲子園、 
         福祉問題、地域活性化、国際紛争などに取り組む 
２０１１年／福岡県議会議員 初当選 
         厚生労働環境委員会（～１３年） 
                国際交流推進対策調査特別委員会（～１３年） 
【現在の所属】 新社会推進商工委員会、防災及びエネルギー・
水安定供給調査特別委員会、全国青年都道府県議会議員の
会、民主党青年委員会 
【家族】 会社員の妻、７歳の長男、４歳の長女 

 
福
岡
県
議
会
６
月
定
例

会
。
連
続
13
回
目
と
な
る

本
会
議
・
一
般
質
問
で
「

医
療
体
制
の
強
化
」
を
取

り
上
げ
た
背
景
に
は
、
県

と
し
て
後
押
し
し
て
き
た

国
立
病
院
機
構
・
福
岡
東

医
療
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整

備
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
医
療

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
在
宅
で
最
期

を
迎
え
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
た
め
に
在
宅
ホ
ス

ピ
ス
（
緩
和
ケ
ア
）
の
推

進
も
求
め
、
知
事
も
前
向

き
に
応
じ
ま
し
た
。 

 私の県議会活動は地
元の皆さんの「声」があっ
てこそ。各地の公民館で
対話集会を毎週開催し
ており、ご連絡をいただ
ければサークル活動など
の地域の皆さんの集まり
などにも足を運び、県政
報告と意見交換をさせて
いただいています。事務
所（０９２－６９２－８５１
０）まで。 

“田辺かずき事務所からのお知らせ” 

 ブログやフェイスブック
などによる連日の情報発
信に加え、紙ベースの県
政報告書（１～２カ月に１
回のペースで発行）で活
動をお伝えしており、ご希
望の方には郵送させてい
ただいています。県政活
動の意義と詳細を記して
いますので、事務所（０９
２－６９２－８５１０）まで
ご連絡ください。 

◇対話集会を開催 ◇県政報告書の発送 

<田辺かずきプロフィール> 

高度な医療体制を整備する重要性を提起 
【裏面】 

田辺かずき 
県政報告 

６月議会 

福岡東医療センターを救命救急センターに―県内９カ所目 

 救急医療の提供体制は、患者の症状の重さなどによって初期救急、第二次
救急、第三次救急の三段階に区分されます。このうち複数の診療領域にわた
る重篤な救急患者を担う三次救急について、福岡県は県内８カ所の病院を救
命救急センターに指定していました。 
 しかし、北九州市と福岡市の中間エリアについては救命救急センターがな
く、整備が大きな課題となっていました。そこで、県は保健医療計画に基づ
き、このエリアに位置する福岡東医療センターを県内９カ所目となる救命救
急センターに指定（７月１日付）。本県の救急医療提供体制が大きく強化さ
れることになりました。 

 感染症指定医療機関は、新型インフルエンザなどの重大な感染症の発生に
備え、感染症の医療経験のある医師が勤務し、感染防止のための専用施設、
設備を整えています。医療機関の開設者の同意を得て、知事が指定します。 
国が示した感染症病床の配置基準に基づき、福岡県も病床を確保し、専用施
設・設備を整備する必要があります。今回、福岡東医療センターが第１種２
床と第２種１０床を整備しました。県としては同センターがこれまで培って
きた感染症に関する実績と体制を高く評価し、７月１日付で指定しました。 
 一般質問では、私から感染症指定医療機関の重要性とまん延防止にかかわ
る安全性についての認識を質し、知事は「感染症法に基づき、感染症患者の
入院経路の確保とともに、入院治療をしている病室の空気が室外に漏れない
構造など、外来者や他の入院患者、医療従事者への感染防止に万全が期され
、安全性が担保されている」と説明しました。 

医療体制の整備を知事（写真左下）に求めた一般質問＝６月１６日 

感染症指定医療機関―知事「安全性を担保」 在宅ホスピスの推進―高齢社会のニーズに応える 

福岡東医療センターを６月２０日に視察。救命救急センターの内部 

新たに整備された感染症の病棟。病室と廊下の間は二重扉で、 
室圧を管理することで病室の空気は外に漏れない。 


